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66 PEEPが肺血管外水分量に及ぼす影響について
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[はじめに】肺水腫は、従来胸部写真・肺

動脈棋入圧・血液ガス分析等の間接的指標で

評価されてきた。しかし近年、熱-Na二重指示
薬希釈法により簡便に肺血管外水分量の測定

が可能となり、より直接的な指標として臨床

で応用され始めている。一方、肺水腫の治療

に際し、 PEEPは非常に有用な手段として頻用
されている。そこで今回われわれは、 CABG術
後の患者6例を対象とし、 PEEPが肺血管外水
分量に及ぼす影響について検討を加えたので

報告する。

[対象と方法]年齢54~68歳のCABG術後の患

者、 6例を対象とした。術前呼吸機能検査は、

全例正常範囲であった。 CABG術施行後、 ICU
に収容し人工呼吸管理とした。循環動態が安

定し、 CPAPまでウイニングが終了した時点で、
各PEEPレベルを0・5・10・15・20cmH20とし、

30分間維持した後、循環・呼吸の各パラメー
タと肺血管外水分量を測定した。肺血管外水

分量は、スワンガンツカテーテルのRAJレーメ

ンより0'C・ 3%NaCI10m!を急速注入し、日本
光電社製ETVコンピューター:MTVllOOにて

測定、同時に心拍出量 ・心係数についても測

定した。

{結果】 PEEP上昇に伴い、心係数(CI)は低
下傾向を示すが、統計学的有意差のある変化

は示さなかった。ほぼ3.0Vmin/m2以上を推移し

ている(図1)。肺血管外水分量 (ET¥弓)は図2

に示した如く、 PEEPの値にかかわらず7.0
ml/kg前後を推移し、統計学的に有意な変化は

示さなかった。

[考 案]PEEP上昇に伴って平均肺動脈圧，
肺動脈模入圧，左房圧は有意な上昇を示した。

また、 AaDω，シャント率，呼吸係数につい
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ても有意差は得られなかったものの、全て

PEEP上昇に伴い改善傾向を示し、循環動態・
呼吸機能においては、一般に認められてる

PEEP効果が本スタディーにおいても認められ
た。

肺血管外水分量については、二重指示薬希

釈法は血流依存性の強い検査法であり、この

点が肺血管外水分量を実測した場合、考慮し

なければいけない点である。今回の場合、肺

には異常のない患者群が対象であり、肺血流

障害や血流不均等についての影響は、ほぽな

かったものと考えられる。また、結果で示し

たように、心係数は、 PEEP上昇に伴い低下傾
向を示すが、 PEEP20cmH20の時の心係数は3.0

であり、測定上の影響はほぼかったものと考

えられる。

[結 語】肺血管外水分量は20cmH20までの

PEEPに影響を受けなかった。
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